
 

 

                                     

  難民を助ける会 AAR Japan の 小川さんに                

ご来社いただきました。 

                      http://www.aarjapan.gr.jp/              

1978 年、インドシナ難民が急増していた頃に海外から届いた一通の手紙、そ
れが AAR・難民を助ける会(当時はｲﾝﾄﾞｼﾅ難民を助ける会)の始まりでした。 
「日本人のこころは冷たい・・・」経済的な援助だけで、難民を受け入れよ
うとしない。 
  そんな声に呼応して、たった一人で運動を始めた人が
います。相馬雪香・当時 67歳(憲政の父と呼ばれる尾崎
行雄の三女)です。 
   政治・思想・宗教に偏らない市民団体として、現在
は国連に公認・登録された国際 NGO です。 
災害や紛争など、国の内外を問わず世界 18ケ国に直接
支援を届けています。 
 

   広報の小川さんから、岡山での会議の際に会社にお寄りしたいと連絡を

頂き(弊社は細々ながら 30年余り寄付をさせて頂いています)丁度、社内勉

強会の日だったこともあり、お話を伺いました。 

   ふだんはニュースで見聞きはしているものの、中々現実の問題としては

感じ取りにくい難民や紛争ですが、実際に現地に職員を派遣し、日々現地の

人々に接している団体の方から生々しい情報を聞くと身に迫るものがあり

ます。特にシリア難民は緊急を要する大きな問題で、480 万人が国外に避難、

シリア国内には支援を必要とする人が 1350 万人です。 

他に地雷や不発弾へ対処するための教育や生活、衛生改善と幅広い活動の一

端をお聞きする事が出来ました。 

 

  現実、自分の身の周りもままならぬ

私ですが、微力でも無力では無い。で

きる事があれば少しずつでもやってい

きます。今回はちょっと背伸びした感

がありますが、頑張ります。               
向井 岳信                                                                                

 

 最後になりましたが、今年１年間ありがとうございます。 

来年もよろしくお願い致します。 

 

 

http://www.aarjapan.gr.jp/


   去る 12 月 8 日、大阪真宗学院の課外

授業で「差別問題」の学習会に参りました。

行き先は奈良県御所(ごせ)市にある水平

社博物館と西光寺です。 

「今さら、差別なんて。身近にそれほど感

じんし・・・」と思っていた私でしたが 

穢多寺といわれていた西光寺の住職から

特殊部落差別の歴史と実態をお聞きする

中で、これは社会制度や歴史だけでなく

私たち一人一人の心の中の問題だと考え

を新たにしました。 

考えてみれば、原発事故に遭った福島の児童に対する差別(イジメ)岡山ならライ患者,在

特会そして今でも根深くあるであろう在日コリアン等々、見たくない現実から目をそむけ

ている自分に気づかされました。人の絶対価値を測るモノサシの基準は無い。人間の尊

厳を大切にする社会の実現を目指す。そういう活動の源泉が水平社運動でした。 

自分の心の中の差別意識に気づくこと、そして人の値打ちを人間が勝手につくった 

尺度で差をつけてはいけない＝水平(差が出ないもの) 

新たに自分の姿に気づかされる一日となりました。  向井 孝夫 

 

 

 

 

 機会があって調べることができたので、ご紹介です。 

既存の蛍光灯照明器具には、LED の照明球は付かないと思っていました。器具

本体ごと交換しかないと。そこを何とか照明球だけ LED に代えられないかと。 

 

 調べてみると、やはり大手照明器具メーカーの商品にはありません。なぜかアイ

リスオーヤマのみが販売しているようです。わけもなく不安になります。いつもなら

通販でサクッと買うところですが、怖いので電気屋さんに聞いてみます。 

将来的に蛍光灯は完全に無くなるので、蛍光灯と LED の器具２つをずっと平行

して取扱い続けるのは避けたいのではないかと。管理とかサポート的なことが大

変なのではないかと。面倒なのではないかと。 

そこでアイリスオーヤマはスキマ的ニーズに目を付けて、「既存照明器具に

LED 使える球」を販売しているのかと。わけもない不安は解消されました。 

ただし、お値段は 5000 円～6000 円ほどです。高い。1 万円かからずに照明器

具を本体ごと買い換えられることを私は知っているッ！ただ、使える器具を替える

のは忍びない、物を大切に長く使おう、という観点から見ると・・・。選択肢が増え

たことはいいことではないかと思います。 

 

 

 



 

今回もお便りを頂きましたので、ご紹介します。送っていただいた方ありがとうございました。  

どんなことでも構いません。みなさまからのお便りお待ちしています。 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

いつもありがとうござ

います。 

お客様のご家族皆様

が気持ちよくなって頂

けるお掃除を目指せ

たらと思います。 

来年もどうかよろしくお

願い致します。 

 

 

扉のレール上のカビ

の件、清掃が行き届

かず、大変申し訳あり

ません。 

気持ちよく過ごして頂

く為に来年も精進して

参りますので、これか

らもどうぞ、よろしくお

願い致します。 

 

ありがとうございます。 

来年は今年以上に、皆

様にご満足頂けるよう

頑張っていきたいと思

います。こちらこそ、よ

ろしくお願い致します。 

ありがとうございます。 

半年後くらいに、是非

お電話させて頂きたい

と思うます。 

これからもどうぞよろし

くお願い致します。 

 



《編集後記》 

ｅ-mail support@glife.jp 

HP    http://glife.jp/ 
 

ぐりんらいふ㈱ 
〒700-0951 岡山市北区田中 626－2   

TEL.0120-443-861  

FAX.086-244-6450 

暮らしも人生もピカピカに。 

２０１７年は酉年ですね。酉年の”酉”は、口の細い酒つぼを描いたもので「酒」に関する字にも用

いられ、収穫した作物から酒の抽出の意味や、収穫できる状態である事から「実る」も表すそうで

す。また、「とり」は「とりこむ」と言われ、商売などでは縁起の良い干支だそうです。干支には、いろ

んな意味がありますよね。いまさらですが、少し勉強してみようかと思っています。来年が皆様にと

って良い年でありますように！！ 

 

mailto:support@glife.jp
http://glife.jp/

